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第２５回中四国サミット議事録 

 

日 時：平成２７年９月４日（金） １３：３０～１５：０６ 

場 所：山口グランドホテル 「鳳凰」 

 

○司会（上野山口県総合企画部長）  

 それでは、ただ今から、第２５回中四国サミットを開催いたします。開会に当たり

まして、開催県であります山口県の村岡知事が御挨拶を申し上げます。 

 

○村岡山口県知事 

 皆さん、こんにちは。山口県知事の村岡でございます。本日は、第２５回中四国サ

ミットに各県の知事、副知事さん、そしてまた、中経連の山下会長さん、四経連の千

葉会長さん、御多用のところ、遠路山口までお越しいただきまして、誠にありがとう

ございます。 

 山口県は、今、大河ドラマ「花燃ゆ」が放映されていますし、観光客が増えている

ところであります。その「花燃ゆ」の舞台でもあります松下村塾は、今年の５月に「明

治日本の産業革命遺産」ということで、萩の５つの資産を含む、山口を越えて九州の

２３の資産が世界遺産に登録されたということでありまして、この会議を萩の方でで

きればと思っておったところでありますけれども、大変忙しい皆さんですので、新幹

線のすぐそばでないとということになりまして、こちらで開催ということになりまし

た。入口のところに山口の幕末の歴史、明治の歴史の展示をしておりますので、また

お時間があればこちらもぜひご覧いただきたいと思っております。 

 実は平成３０年は明治維新１５０年という大きな節目の年になります。これに向け

まして、山口県も観光のキャンペーン「山口幕末 ISHIN 祭」というのをやろうとして

おります。また、先日は薩長土肥連合ということで、そういうテーマを持ったキャン

ペーンを４県で連携してやっていこうということを始めたところでありますけれど

も、そういった幕末から明治にかけた大きな転換というのが１５０年前にあったわけ

でございます。 

 そして今、地方創生ということで、大変地方が危機にある中で、地方の人口減少・

人口流出の問題を解決して、東京一極集中の是正をして、地域の活力を高めて、そう

いった取組を国全体で力強く進めていこうという動きがあるわけでございます。我々

はチャンスをしっかりと活かしながらそれぞれの地域の創生、再生に向けた取組を進

めていかなければいけないと思っているところでありますけれども、これから各県の

方でも、それぞれ地方創生の戦略を作るとなっておりますが、国の方でもこれをさら

に具体的にその流れを地方に振り向けていく、あるいは、そのための財源を確保する、

そういったことをしっかりとやっていただかなければいけないと思っているところ

でございます。 

 そういった意味で、本日の意見交換、地方創生を一つのテーマとして、各県の知事
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さん、そして経済界の皆様方と有意義な意見交換ができればと思っておりますし、ま

た、地域の課題としては、高速交通やネットワークの確保など、様々な課題がありま

す。同じような課題を抱えるこの中四国の地域がしっかりと連携をして、いろんな意

見を交わしながら同じ方向に向かって取り組んでいく、そしてまた、必要に応じて国

に対しても連携して働きかけをしていくことが重要であると思っておりますので、ど

うか、今日は限られた時間ではありますけれども有意義な意見交換ができるように念

願いたしまして、私の御挨拶とさせていただきます。今日はよろしくお願いします。 

 

○司会（上野山口県総合企画部長） 

 本日御出席の皆様方につきましては、大変恐縮ですけれども、お手元の出席者名簿

により、御紹介に代えさせていただきたいと思います。 

 また、テーブルに２つ紙包装したものを用意しておりますけれども、これは、山口

にお越しになられた記念としての「萩焼の小皿」でございます。ぜひともお持ち帰り

いただければと存じます。 

 また、後程、先日出荷が始まりました本県特産の今が旬の「秋芳梨」をお配りいた

しますので、どうぞ御賞味いただければと思います。 

 それでは、議長の選出についてであります。当サミットの議長は、慣例によりまし

て開催県の知事が務めることとなっております。山口県の村岡知事が会議の進行を務

めることといたしたいと存じますが、いかがでございますでしょうか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

 ありがとうございます。それでは、村岡知事、よろしくお願いいたします。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、議長を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  

それでは、早速議事に入らせていただきます。最初に、本日の予定でございますが、

本日は、午後３時頃までにこのサミットの議事を終えまして、その後、共同記者会見

を行いまして、３時半に終了とさせていただきたいと考えておりますので、どうかよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 

 最初の意見交換は、「地方創生から日本創成に向けた取組について」でございます。

こちらについては、共同アピールを行わせていただければと考えております。 

 まず、お手元の共同アピール案、資料１を御覧いただければと思います。この文案

は本県で作成しておりますので、ます私から、その趣旨について説明させていただき

ます。 

 地方創生につきましては、それぞれの地域において、産官学金労言が連携をして、
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地方版総合戦略の策定や課題解決に向けた新たな取組が始まるなど、日本創成へとつ

ながる力強い流れが生まれようとしております。 

 しかしながら、この地方創生が真に実効あるものとなるためには、我々地方だけが

頑張るのではなく、国においても、全国共通の課題や構造的課題の解決に向けまして、

自らがなすべき施策に、強力に取り組んでもらうことが必要不可欠であります。 

 特に、これから年末にかけましては、国において、来年度の当初予算の編成、総合

戦略の改定、あるいは、地方に移転する政府機関の決定など、今後の地方創生の方向

性が決まっていく重要な時期を迎えることとなります。 

 そこで、中四国地方９県の行政と経済界のトップが集うこの機会に、今一度、地方

創生に向けた我々の決意を確認するとともに、国に対する要請をとりまとめてはどう

かと考えまして、このアピール文案を用意させていただきました。 

 時間の関係もございますので、個別の内容につきましては、お手元の資料で御確認

いただければと思います。 

 次に、資料２として、新型交付金について、別にアピール文案を用意させていただ

いております。 

 新型交付金でありますけれども、今週月曜日に提出された平成２８年度当初予算の

概算要求に盛り込まれたところでございます。また、公共事業関係費にも対象が拡大

されるなど、地方からの要望に応え、一定の前進がみられたところです。しかしなが

ら、我々が求めておりますような自由度の高い制度設計となるのかどうかといった点、

予算の規模などについて課題が残っていると思います。そこで、地方創生の深化に向

けて、より良い形での制度設計や規模の一層の拡大を国に求めていくことが、今、特

に必要と考え、特出しの形でアピール文案を用意させていただきました。こちらにつ

きましても、個別の内容は、お手元の資料で御確認いただければと思います。 

 私からの趣旨説明は以上でございまして、このテーマにつきまして、御意見をいた

だきたいと思いますけれども、いかがでございましょうか。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、千葉会長さんよろしくお願いします。 

 

○千葉四国経済連合会会長 

 今年の６月から四経連会長を務めております、千葉でございます。よろしくお願い

いたします。私から、資料１「地方創生から日本創成に向けた取組について」、これ

に関連して、少子化対策について一言申し上げたいと思います。 

 四国では、昨年の９月に知事や経済団体のトップなどをメンバーといたします四国

少子化対策会議を立ち上げました。そして、若年人口の流出減・流入増等、出生率向

上の両面から四国が一丸となって少子化、人口減少対策に取り組むことといたしまし

た。本年５月には「四国少子化克服戦略」をとりまとめたところです。現在、この戦

略に基づきまして、四県、また、官民一体で若者の早期結婚、出産の支援について、
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プロジェクト等の取組を進めているところであります。 

 一方で、少子化、人口減少対策というのは日本全体の課題でございます。各地域の

取組に加え、国による強力な政策推進が不可欠であります。東京一極集中是正、ある

いは、財源の確保など国に求めるべき施策について本会議体としても強く要望すべき

であると考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございます。飯泉知事さん、よろしくお願いします。 

 

○飯泉徳島県知事 

 今、村岡知事さんからも言われましたように、この地方創生、まさに、日本創成に

向けて、大変重要な中四国サミットからの共同アピールだと考えています。と言いま

すのも、昨年のちょうど今日と言いますか、実は昨年、中四国サミットは徳島で開催

させていただきまして、ちょうど９月３日だったんですよね。９月３日は何の日かと

いうと、第２次安倍改造内閣スタートということで、正に日本の有史以来初となる地

方創生担当大臣、石破大臣が誕生されたということでありまして、そうなってきて、

一番の目的というのが人口減少問題、これに正面から、そして東京一極集中を是正を

するんだと。そうなってきますと、例えば限界集落、一番多いのが四国、二番目に多

いのが中国ということで、人口減少問題は、中四国はまさに全国の先駆けとして、ず

っと取り組んできた課題。であれば、このテーマについて真っ先にその処方箋を打ち

出すのは中四国サミットではなくてどこでやるんだ、しかも、全国のブロック知事会

としては、唯一経済界の代表に入っていただいているということで、緊急提案をしよ

うではないかということで１０項目を取りまとめたところでありまして、それをすぐ

に９月１０日に石破大臣のところにお持ちしまして、それがその後の全国知事会、あ

るいは政府のいろいろな総合戦略のベースになったということがありますので、ぜひ

今回も、今、村岡知事さんから言われたように、このことを全国の処方箋としてしっ

かりと国に打ち出す、そして、地方創生、そのモデル、さらには日本創成の礎は中四

国からこそ示していくんだと、こうした気概で取り組むべきではないかと思います。 

 そこで、２点少しお話を申し上げたいと思います。一つは、７月に岡山で開催され

た全国知事会議では、伊原木知事さん、大変お世話になりました。そこで私の方から

発言をさせていただいたのですが、国が東京一極集中を打破し、企業の本社機能を地

方に展開をしようと、促進税制、これが打ち出されました。そこで、多くの企業の皆

さん方からは、いきなり地方に移るという、これはなかなか大変なんだけれども、お

礼したい気持ちはたくさんある、そうしたものを何かやってもらえないだろうかとい

うことで、企業版のいわゆるふるさと納税、こうしたものが必要なのではないか。最

終的にはそうした気持ちが今度はいよいよ地方に移っていこうと、引き金になるとい

うことがありましたので、発言をさせていただきました。この分については、国の本

気度を示すということでいけば、当然、国税であります法人税、それから我々地方の
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法人住民税、こうしたものをうまく組み合わせる形で、またモラルハザードという点

で、いろいろと個人のふるさと納税では、指摘をされておりますので、そうしたもの

も噛み合った、我々地方からの提案の企業版ふるさと納税をしっかりと位置づけるべ

きではないか、このように考えておりますので、ぜひその点についても賛同いただき

たいと思います。 

 それからもう１点は、大きな問題となっている「日本版ＣＣＲＣ」の問題でありま

す。これについても舛添都知事の方からも、今持っている住宅をどうするのか、そう

した点についての対応がいるのではないか、都市にいる住民の皆さん方の住宅の買い

替えについて、今、一定の税制はあるわけでありますが、もう少し、地方に移り住む

ときのいろいろな税制をはじめとする支援、こうしたものを、この中に、やはり一言

書いておく必要があるのではないかと思います。つまり、この文章、ちょうど１の(１)

の⑤のところにあるわけでありますが、一番下、「理解を得る形」の前に、「都市部の

高齢者が移住しやすい支援制度の創設も含め」と入れることによって、逆に東京をは

じめとする１都３県、こうした皆さん方からも、「あ、やはり中四国の皆さんはよく

考えてくれている」と、「自分たちのことを考えてくれている」と、こうした印象を

持ってもらえるのではないかと思います。 

 ただ、もう一点はサ高住です。確かにサ高住、これが今年の４月、制度改正になっ

たわけでありますが、まだどうしてもコンパクトシティ的な都市部中心の考え方とな

っています。やはり中山間地域に高齢者の皆さんが元気なうちに移り住んできていた

だくということになると、今、例えば、自分の実家が既にある。でも空き家になって

いる。空き家対策といった観点でも、こうした空き家を新たなサ高住とできる要件緩

和、これもしっかりとこの中にやはり打ち込んでおくべきではないかと、我々まさに

中四国からの知恵として出すべきではないかと考えておりますので、よろしくお願い

を申し上げたいと思います。以上です。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。では、平井知事さん。 

 

○平井鳥取県知事 

ありがとうございます。本日は、村岡知事はじめ、山口県の皆さんにこのような素

晴らしい中四国サミットをオーガナイズしていただきまして、誠にありがとうござい

ました。また、萩焼をはじめ、心づくしのおもてなしまでいただきまして、感謝を申

し上げたいと思います。本日は、この度就任されました千葉会長様、さらに山下会長

様も交えまして中四国サミットが開かれることになりました。ぜひ、実りの多い会議

になって、地方創生の戦端を開くということになればと思います。「おもしろきこと

もなき世をおもしろく、すみなしものは心なりけり」、高杉晋作の辞世の句と伺って

おります。これは、いろいろと辛いことがある、考えてみれば今もそうかもしれませ

ん。地方だ地方だと追いやられて、まあ、それで厳しいところであってもそれをおも
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しろく変えていく、それは私たちの決意、心なんだと。そして、息を引き取るときに、

高杉晋作は「おもしろかった」と語ったというふうにも伝えられています。今回、そ

ういうわけで、地方創生をなんとか実現をしていかなければいけないわけではござい

ますが、先ほど飯泉知事がおっしゃったように、今日は昨年であれば安部内閣の発足

の日だったということでありまして、地方創生の原点の日でありました。あの日に、

石破大臣が就任されまして、それから約１週間後にスターバックスが進出を決めまし

た。確かに、あれから歴史が変わったんだと思えるところもございます。それはとも

かくといたしまして、今日は、確か、女性活躍推進法の公布・施行の日だったと思い

ます。鳥取県としては、それに基づく協議会、「輝く女性活躍加速化とっとり会議」

という会議を今日始動することとさせていただいているわけでありますが、今日は経

済界の方もいらっしゃいますので、そういう女性の活躍、これを前面に出して、今日

の地方創生の中にもそういう趣旨入っていますが、そういう決意を固めるアピールを

我々としてもすべきではないかなと考えます。新しい働き方の中で、いい故郷が出来

上がっていくのではないかと思います。 

 それから併せて、これは湯﨑知事がかねがね主張されている交付金のこと等、やは

り我々、環境づくりも必要だと思います。これからも話があると思います。併せまし

て、募集が行われていた国の政府機関の地方移転、これも締切がきました。いよいよ

これからということになります。我々は政府が本気でやるかどうか、それを見なきゃ

いけないと思います。これだけ地方が苦労していろんな案を考えている。政府の移転

の案だとか、それから、地方創生の戦略を取りまとめている以上は、国の方も伴走型

と言っておられまして、きちんとやるべきことも果たしていただきたい。そのメッセ

ージを強く中四国からも出すべきではないかということだと思います。「苦労する身

は厭わねど、苦労し甲斐のあるように」。これも高杉晋作で、同一でございますが、

やはり我々は苦労するんですが、苦労し甲斐のあるように、制度としては、環境づく

りを求めます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。浜田知事さんお願いします。 

 

○浜田香川県知事 

 はい、ありがとうございます。先程来お話のあるとおり、このアピールの関係、一

年経ったということなんですけれども、私は、このアピール文について、基本的に賛

成の立場ですけれども、強いて申し上げたときに、平井知事がおっしゃった国との関

係、国の方の気概、我々も十分気概を持って臨んできているつもりですけれども、あ

えて誤解を恐れずに言えば、この１年間、スタートしてきて、ややですが、ここにき

て失速しがちになってないかということに懸念を覚えております。新型交付金の規模

について、いろいろな評価がありますが、現段階での要求計上額というものは、国立

競技場１つ分より少ないというふうに言われていますけれども、やはり地方が単にお
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ねだりをしているのではなくて、これは国全体としてやっていかなきゃいけないんだ

というのが、まさに１年前の国・地方を通じての決意だったはずでありまして、前回

の岡山での全国知事会議で、湯﨑知事があえておっしゃっていただいて、国の側がな

んとなくこの程度でいいんじゃないかと言っているのに釘を刺していただいている

わけですけれども、こういったことでなんとかやってくれよと言われても、そんなも

のじゃないんだということは、もう一度ここではっきりと、我々中四国圏でも、経済

界の方々も含めて、意思表示、アピールした方がいいんじゃないかと思います。なん

となくこの１年間、最後の方は、地方創生も少し後ろに引っ込んでいって、安保防衛

とかそっちの方が国政の大きなテーマとなっている。やむを得ないところもあります

けれども、端的に言えば、１箇所だけあえてお願いするとすれば、「地方創生に向け

た財源の確保」という最初のアピールの２番のところですけれども、その第２パラグ

ラフで、「新型交付金について、その規模について一層の拡大を図ること」とありま

すけれども、当然、一層の拡大を図るべきだと思いますが、もう少し強調して、「思

い切った」とか「前年度を大幅に上回る」とか、知事会でも言っていたようなそうい

う表現をあえて、ある意味では、これまで言ってきたことの繰り返しになるわけです

けれども、なんとなくもうこれで地方側もいいんだと思われても、我々そうじゃない

ですと、国も一生懸命取り組もうとしていることは、我々も認めるのにやぶさかでは

ありませんけれども、実際のところ、いろんな足枷があるとか、地方機関の移転につ

いても、本当に困っているんだというようなところも現になきにしもあらずでありま

して、改めて喝を入れ直すような、そういった大いに尖がったところをアピールに入

れてもいいじゃないかと思いますので、御考慮いただければ幸いです。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事 

 ありがとうございます。先ほど浜田知事も言われましたように、新型交付金につい

て、やはり金額的に、もう一段規模感の大きな取組をぜひ行っていただきたいという

思いであります。今回、当初予算ベースとして確保されようとしていること自体は、 

大変高く評価できることだと思います。その中で、金額的に一定の制限が出てくる可

能性も理解できなくはありませんが、やはり結果論として、ぜひ、もう一段パワフル

な取組が進められていきますことをお願いしていきたい。補正対応等いろんな可能性

が考えられるのではないかと思いますので、結果として力強く地方全体の取組を後押

しすることになるように、ぜひお願いしていく。我々中四国知事会として、経済界の

皆様とともに力強く訴えていくことが大事ではないかと思います。 

 それともう１点。千葉会長が言われたことに大いに賛同する立場から、少子化対策

の観点で申し上げさせていただきたいと思います。少子化対策について、全国知事会

次世代育成支援対策プロジェクトチームで取りまとめ、そして全国知事会で取りまと
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めていただきました提言書について、有村大臣のところに先日お伺いして、４点の政

策提言をさせていただきました。１点目に、地域少子化対策強化交付金について、よ

り使い勝手のよい交付金とし、当初予算計上とすること。２点目に、第３子以降の保

育料無償化などの大胆な経済的支援策を講ずること。３点目に、子ども・子育て支援

新制度に必要な１兆円超の財源の確保を図ること。そして４点目に、子どもの貧困対

策について、よりパワーアップして取組を進めるべきであることを訴えてきたわけで

あります。一定それぞれ概算要求に反映されてきているかと思いますけれども、今後

特に、予断を許さないことの一つが、地域少子化対策強化交付金の行方であろうかと

考えております。この交付金が２年連続補正予算で措置された結果、４７都道府県す

べて、そして２００を超えるその他の自治体におきまして、少子化対策の新たな取組

が進んできたわけでありまして、やはり少子化対策に使途をイヤマークした交付金を

しっかり確保しておくことは、結果としてそれぞれの自治体での新しい取組を後押し

する大きな力になっていることが窺い知れるのではないかと考えております。そのた

め、当初予算計上化がしっかりと図られていく必要があると考えておりますので、ぜ

ひ、中四国知事会で力を入れてフォローし続けることが大事だと思います。 

 そしてもう一つ、使途についてですが、政府のいろいろな少子化対策の中で、結婚

対策について、少子化対策担当大臣には御理解いただいていますが、その他の方に、

まだまだ御理解が行き届いていない面があるのではないかという空気感を、霞が関を

いろいろ回っている中で感じるところがあります。少子化の原因を見てみますと、未

婚化、晩婚化の要因が少子化の原因になっているわけでありまして、我々地方におい

て一生懸命結婚支援等の取組をしてきたわけでありますが、例えば「婚活というよう

なことに政府が関与するのか」と言わんばかりの感じで、なかなかこの点について理

解していただけないということがあります。今日は、先ほど来から平井知事が幕末維

新に係る詩を詠んでおられますので、私も真似して言わせていただければと。本当に、

高知も一生懸命結婚支援をやってきたわけです。「世の人は我を何とも言わば言え 我

為すことは我のみぞ知る」、これは坂本龍馬の句ですけれども、そういう思いで、こ

の少子化対策は大事だという思いで取組を進めてきました。ただ、結婚対策、未婚化・

晩婚化対策をしっかりやるというスタンスを政府としてもう一段明確に打ち出して

いただくことが大事だと思っていまして、地域少子化対策強化交付金の使途などにも

大いにかかってくると思います。 

 恐縮でございますが、共同アピールについて、事務方ベースでもう少し早めに言っ

ておけばよかったのですが、３枚目の（３）に、「地域の実情に応じた対策の推進」

として、「少子化対策～交付金とすること」と①で書いて、②のところに、「若者の結

婚、妊娠・出産、子育ての希望が叶うよう」として、この後にすぐ不妊治療の話に入

っております。下の２ポツのところで、「結婚や家庭の良さを啓発するポジティブキ

ャンペーン」の話になり、結婚段階については２ポツ目のポジティブキャンペーンあ

たりから出てくることになっておりますが、実際には地方においては非常に出会いの

きっかけ作りなども大事ですので、ぜひ、ポジティブキャンペーンなどの啓発活動の
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前の１ポツの具体的な行動をするパーツの中に、「地域の実情に応じた結婚支援」な

どの文言を入れていただいて、特に中山間等の地方の中の地方においては結婚段階の

バックアップも、重要だという点を強調していただければありがたいと思っておりま

す。地域少子化対策強化交付金をしっかり確保することと、その使途をいわゆるライ

フステージの前段階で出来るだけ展開できるようにしていくことが少子化対策とし

てポイントだと思いますので、ご検討をお願いします。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、上甲副知事さんお願いします。 

 

○上甲愛媛県副知事 

 愛媛県副知事の上甲でございます。本日は中村知事が所用で出席できませんで、代

理で出席させていただいております。発言の機会を与えていただきましてどうもあり

がとうございます。この共同アピールについては、もちろん、大いに賛同しておりま

す。また、先ほど浜田知事が言っておられたような新型交付金は後退している感が否

めないので、強い口調でいいと思います。 

 その上で、愛媛県としては、政府関係機関の地方移転に大きな関心を持っておりま

して、海上技術安全研究所の一部移転を提案しているところですが、やはり、関係省

庁の抵抗も相当予想されます。どうすれば実現できるかという視点で、どのくらい国

が本気で臨むかというところを非常に注目し、本県としても要望を続けていこうと思

っておりますので、こういう共同アピールもしっかりしていただいてありがたいと思

っています。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事 

 はい、岡山県です。今回の御準備ありがとうございました。また、7 月には岡山へ

お越しいただきまして、ありがとうございました。この共同アピールに全面的に賛成

であります。とにかく、一つ一つ挙げていけば、湯﨑知事が言われているとおり、も

う少し予算があればいいとか、ここにもう少し力を入れてくれればいいという思いは

当然あります。それはきちんと言い続けていく。一致団結して言い続けていくという

のが大事だと思いますが、ちょっと冷静になって考えてみますと、安倍総理はこちら

の山口出身で、地方創生大臣であります石破大臣は鳥取県出身です。中四国から何人

も出ている内閣で、ここまで地方のことを一生懸命やってくれる内閣は、初めてとは

言いませんが、かなり久しぶりなのかなと思っています。地方を元気にすることで日

本を良くするんだと１年前から大々的に頑張っていただいているとき、私は、底流に

は、そういう内閣を応援する、感謝をしつつ一緒に頑張ることが大事だと思っていま
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す。これもだめ、どれもだめ、ああもう全然不十分だということになって、地方創生

を言い出したら、かえってひどい目にあっていると思われるともったいないというか、

申し訳ないという気持ちがあります。地方から日本を変えるんだという思想を持った

内閣をぜひ応援しつつ、我々自身、いいお金の使い方をして、皆さんに納得していた

だけるように頑張っていきたいと思っています。 

平井知事に続いて尾﨑知事まで詩を詠まれる状況ですが、私、そういう準備をせず

に来てしまったので、きれいな終わり方ではありませんが、頑張っていきたいという

ことで、よろしくお願いします。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。では、山下会長さんお願いします。 

 

○山下中国経済連合会会長 

 中経連の山下でございます。中国地方は２０年前から少子高齢化になってきまして、

長年、中経連としましては、この少子高齢化の中でいかに中国地方を活性化していく

かということで、様々な調査・研究をして提言してきたところであります。そういう

意味からも、今回、こういう中四国サミットの中で共同アピールを出すということに

対しては、私ども心強く思っておりますし、もちろん共同アピールに強く賛同するも

のであります。 

 その上で、２つのお話をさせていただきます。１点目は、地方創生が国を挙げて行

われている中で、県ではきちんとした総合戦略案を作っていらっしゃいますが、各市

町村になりますと、まだまだのところもあります。我々中経連としては、各県、各市

町村のいろいろな地方創生の具体策について調査・研究をさせていただいておりまし

て、もう少しそのあたりを、県としても指導していく必要があるのではないかと思っ

ておりますし、私どももその中身を見て研究した上で提言できるようにやっていきた

い。要するに、一緒になって汗をかいて経済界もやっていきたいというふうに思って

おります。 

 それからもう一つは新型交付金の創設の件でございますけれども、当連合会は従来

から強く地方分権の推進を主張してきたところであります。そういう中で新型交付金

が新たに考え出されたところでありますけれども、アピールの中身を見ますと、工夫

をしながら柔軟に活用できる継続的な制度にするように求めており、私ども非常に心

強く思っております。規模の拡大というのはいろいろな問題があると思います。とり

あえず最初は、確実に地方が工夫をしながら柔軟に活用できる制度にする、それが地

方分権の橋頭保になると私は思っております。ぜひともこの制度を実現させて、いい

結果を出して、それが、先々の地方分権の推進、さらに制度の拡充に繋がっていくと

いうふうに思っております。以上でございます。ありがとうございます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 
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 ありがとうございます。湯﨑知事さん。 

 

○湯﨑広島県知事 

 今日は、本当に山口県に大変お世話になりまして、ありがとうございます。先ほど

から私の岡山での知事会の発言を皆さん御参照いただきまして大変嬉しく思ってお

りますが、期待をされるということで、私も一言交付金のことについて申し上げます

と、今般の交付金のことについては、２つの側面から申し上げたいと思うのですが、

１つは、クリティカルマスということでありまして、これは民間企業であれば御理解

いただけると思うのですが、何か投資をして効果を出すというときに、クリティカル

マス、つまり、一定の規模の投資をしなければその効果は出てこない。つまり、逆に

クリティカルマスに至らない投資をしたものは、かえって無駄になってしまうという

ことがあろうかと思います。例えば電力で言えば、スマートメーターを導入する場合、

全電力の中で、例えば３％スマートメーターにしますといっても全く意味がないわけ

であり、これを８割とか、できれば１００％というところに持っていかないと、スマ

ートメーターとしての機能を果たさないということがあります。そういう観点からい

ったときに、一体今の１，０００億という金額が日本の少子化をストップして、地方

のまちを再生し、人づくりをし、そして仕事を地方につくっていくというところに、

本当の意味で効果を上げるだけのクリティカルマスに達するような投資なのかとい

うことがやはり問われるべきではないかなと思います。結論としては、私はそうは思

えないということであります。 

 もう一つは、今、我々、地方創生の総合戦略を作っておりますが、この総合戦略と

交付金の関係を考えた場合に、私は、本当によくよく考えると、地方が馬鹿にされて

いるのではないかという気がしています。最近、すみません、過激な発言をしており

まして、遠慮せずに過激な発言をいたすわけでありますが、それはどういうことかと

いうと、我々はこれまでずっと人口減少の問題にせよ、地方に仕事を持ってくる、な

いしは、地方に仕事をつくるということにせよ、相当力を入れてやってきたつもりで

あります。それができていない。そうは言っても、それが実態としては東京一極集中

が進んでいるという実態がある。それで、今度国としては、各地方、都道府県も市町

村も総合戦略を作りなさい、総合戦略を作るということは、我々がやっていることを

組み直すということでありますが、組み直して、各市町村単位でみますと、数千万程

度のお金になるわけですが、組み直した上で数千万のお金をつければ世の中変わるだ

ろう、と言われているわけです。つまり、これまで我々がやってきたことは全否定を

して、国が総合戦略を作って、国の総合戦略に従って各市町村や都道府県が計画を作

り直して、ちょっとお金をつけたら日本は変わるだろうと言っているわけですね。こ

れはやっぱり、私はちょっと「本当ですか」ということが言いたいわけで、それは、

地方のこれまでの戦略が悪かったとか、本気で地域を再生するということに投資が回

っていなかったということであり、我々としても、やはり、そこにきちっと投資が回

っていなかったということではないと思うわけであります。そういう意味で、この総
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合戦略は、おそらく広島県なんかはそうですが、従来やってきたものと大きな流れが

変わるわけではなくて、その流れの中で、さらに力を入れてやるというか、付加して

やろうというような総合戦略になっている。そこの力をさらに入れてやるというとこ

ろに、それなりの応分の投資をすると、クリティカルマス、日本が実際に動いていく

だけのクリティカルマスに達するような投資をしなければ、結局、地方創生というの

は失敗してしまうのではないかと思うわけであります。正直申し上げて、ある閣僚の

方とお話をしていたときに、「いや、もうこれまでも何度もやってきたんだ、これは」

と、「こんなものは失敗する」というような御発言もありました。所詮、そういう認

識なんですかということであります。それはもう、今回の地方創生というのは、そう

いうビジネスアズユージュアルというか、これまでやってきたことを繰り返しで、ま

あ出来るわけないよというような、そんな認識では困るわけでありまして、それをや

っぱり我々は相当力強く言っていかなければいけないのではないかなと。そういう意

味では、浜田知事が先ほど御提案されたように、ここでの提案の最後、強調して言っ

ていくということは賛成だと思っております。 

 それからもう一つは、地方移転の話ですが、国の機関の地方移転、これを進めてい

ただいておりまして、実際に移転を実行するかというところを、我々しっかり注視し

ていかなければいけないと思います。それともう一つは、本当に地方で仕事を作って

いくためには、国の機関に加えて、企業が移転をしていくことが本当に重要なことで

ありまして、本当の意味で地方分散を図ろうと思ったら、やはり、企業が移転してい

かなければ、それは実態として進まないということがありますので、今般、アピール

文の中に企業の地方移転について、特に項目を設けて入れていただいておりまして、

数値目標の件も入れていただいているのですが、こういったことで、今、国の総合戦

略の中では、地方拠点の強化というような形の目標値になっていますが、もっと積極

的に、東京圏からの移転ということをしっかりと打ち出していってほしいと思います

し、その他、我々が言っていることですが、例えば、地方移転に当たって、本社の不

動産を売った場合に、その不動産譲渡の収益を益金に不算入にしようとか、あらゆる

手段を講じて、企業の地方移転を実現するということを政府に訴えていきたいなと思

っておるところでございます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。小林副知事さん。 

 

○小林島根県副知事 

 島根県の副知事の小林でございます。本日は知事の代理で出席させていただきまし

た。よろしくお願いします。私どもは、このアピール２点についてはもちろん賛成で

ございますし、加えて、今、何点か修正があったかと思いますが、その点についても

賛成いたします。私ども島根県ですけれども、この間、本当に気概を持って、さらに

は市町村の方と連携して、県内の民間のいろんな方々の協力を仰いで、様々な工夫を
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重ねていろんな対策を打って参りました。加えて、様々な行政改革等を行いながら、

限られた財源をやりくりして、この間やってきました。その上で、地方創生というこ

とであれば、さらにパワーアップしたい。そのためには、やはり、新型交付金等々の

財源の担保をはっきりしていただきたいですし、また、子育て支援等々、これは国全

体の大きな課題です。公共団体レベルだけで整理できるものではないと思っておりま

す。したがいまして、アピール文にありますように、国策としてしっかり制度を作っ

ていただきたいと考えております。どうかよろしくお願いします。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。皆様方から、地方創生という重要なテーマに関連して、

貴重な御意見をいただきました。交付金の財源の問題や、あるいは少子化対策、政府

機関、企業の地方移転を含め、そういった流れをつくっていく、様々な貴重な御意見

をいただいたところであります。その中で、アピール文はいくつか修正の御意見をい

ただきました。まず飯泉知事から、ＣＣＲＣの部分について、都市部の住民が移住し

やすい環境整備をする、あるいは、サービス付きの高齢者住宅についての御意見をい

ただいたんですが、これについては反映するということでよろしゅうございますでし

ょうか。 

 

（異議なしの声） 

 

 ありがとうございます。それから、尾﨑知事の方から、結婚、妊娠・出産、子育て

のところ、（３）②の１つ目のポツのところで、「希望が叶うよう」の後に「地域の実

情に応じた結婚支援」を入れていくということですが、こちらについても修正してよ

ろしゅうございますか。 

 

（異議なしの声） 

 

 ありがとうございます。それから、いろいろ皆様方から御意見がありました、財源

の部分のところであります。これについて、浜田知事の言葉によりますと、国に対し

て喝を入れるというところではあろうかと思いますけれども、今、「一層の拡大を図

ること」と書いているところ、浜田知事さんから「思い切った」というふうに直すと

いう御提案もありましたが、その部分につきましても、「思い切った」という形で修

正するということでよろしいでしょうか。 

 

（異議なしの声） 

 

 分かりました。そうしましたら、今の３点、事務局で修正をさせていただくという

ことで御異議ございませんでしょうか。 
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（異議なしの声） 

 

 ありがとうございます。それでは、修正したアピールにつきましては、後程お配り

させていただきたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 新型交付金のところも、今の「思い切った」のところは同じように修正をさせてい

ただきます。 

  

それでは、続きまして「高速交通ネットワークの整備促進」に移らせていただきま

す。こちらにつきましても、共同アピールを行わせていただければと思っております。

文案はお手元の資料３のとおりでございます。こちらのアピール文案につきましても、

まず、私から、趣旨についてお話を申し上げたいと思います。 

高規格幹線道路・地域高規格道路などの道路ネットワークは、産業や観光の振興、

安心・安全の確保等を通じて地方創生にも資する重要な社会基盤でありまして、早期

にその充実・強化を図る必要があります。 

 また、こうした高速交通ネットワークは、大規模な地震や、近年頻発しております

台風や集中豪雨などの大規模災害時に、救急活動や緊急物資の輸送、あるいは復旧支

援等を行います上で、重要な役割を担うものでもあります。 

 しかしながら、本県で山陰道の約８割が未だ未着手である状況であります。そうい

ったことをはじめといたしまして、中国・四国地域においては、高速道路のミッシン

グリンクや暫定２車線での供用区間が多数存在しております。企業誘致や観光振興、

地場産品の市場拡大などの取組を進める上で大きな障害となっていると思っていま

す。このため、中四国地域における「高速交通ネットワークの整備促進」について、

強く国に求めるものでございます。 

私からの趣旨説明は以上でございまして、それでは、このテーマにつきまして、皆

様方から御意見をいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。いかがで

しょうか。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、浜田知事さん。 

 

○浜田香川県知事 

 先ほどは、伊原木知事から政府に対する、非常にあたたかい、一緒になってやって

いくべきだという、我々も別に政府に対して、地方も非難ばっかりじゃなくて、自分

たちがきちっとやっていかなければいけない。その中でしかし、湯﨑知事の御指摘の

ように、ちょっと中途半端な状況ではどうなのかと、やはり言うべきことは言わなけ

ればいけないなと思っておりまして、さっきの話題に戻るようで恐縮ですけれども、

本当に交付金の規模は、今のままでいくと、ちょっと裁量的なやり方がきつくなるん

じゃないかと、よほど目新しいものじゃないと認めませんよなんていう形になってし
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まうと、踊らされているような、率直に言って。そういうことで市長、町長さんたち

が、半ばそっぽ向いているようなことになりかねない。国全体として非常に憂うるべ

きことなんじゃないかなと思って申し上げた次第です。そこに直接つながるわけでは

ないんですけれども、高速交通に関して、事務的に既にいろいろ調整した後で申し訳

ないんですけども、一番最後の最後で「高速鉄道網の整備」のところです。中四国地

域における新幹線計画は云々ということで、新幹線に言及いただいているわけでござ

いますけれども、概算要求上は、整備新幹線以外の関係の要求は、一部、非常に一般

的な調査費、環境調査みたいなものが５千万円だけ増額されているようですけれども、

やはり、中四国、特に我々四国にとっての新幹線の重要性というのは論を俟たないと

いうことで、いろいろ苦労を重ねてきているところでありまして、現時点の表現とし

て、大変恐縮ですけれども、例えば一か所、最後のところが「中四国における高速鉄

道網について、整備に向けた取組を加速化すること。」と、一般的に受け直した形に

なっていますけれども、５番の「高速鉄道網の整備」というタイトルはいいと思いま

すけれども、文章上、「新幹線計画は、基本計画にとどまっており」から始まるわけ

でありまして、最後に受けるところ「中四国における新幹線計画について、整備に向

けた取組を加速化する」。要するに、基本計画にとどまっている中四国の新幹線計画

について、整備計画に向けた取組を加速化すると、ぜひここの文意を明確にしていた

だければとお願いする次第でありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 千葉会長さん。 

 

○千葉四国経済連合会会長 

 香川県の浜田知事が、新幹線の話に触れましたけれども、私もまったく同感であり

ます。四国では、高速輸送のネットワークとしては、いわゆる「命の道」としての「八

の字ネットワーク」、高速道路のミッシングリンクを早期に解消するという問題と、

もう一つは新幹線計画、これに重点を当てて取り組みたいと考えている。今回の共同

アピール宣言文として、今のような一部文言修正をいただけるとありがたいんですが、

基本的に中身についてはこのとおりだと思いますが、そういう中で、四国の状況につ

いて少し、補足して説明させていただきたいと思います。 

実は、四国の新幹線計画は、もともと基本計画としては大阪を拠点として紀淡海峡

をトンネルで掘って、徳島を経由して、高松、そして松山へ抜けて、大分、今度は豊

予海峡を挟んで、それともう一つが、いわゆる岡山を起点にして、瀬戸大橋経由で、

四国を横断して高知へ抜ける。これが基本計画として今までございます。これが、か

つて調査費がついて、いろいろ検討はしましたけれども、非常に高コストで、いわゆ

るＢ／Ｃ、費用対効果もなかなか上がらないというのが出てくるという状況です。そ

こで我々としましては、もう少し実現性があるレベルでということで、もともと新幹

線の仕様である瀬戸大橋、新幹線仕様でつくられておりますので、岡山から瀬戸大橋
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を経由して四国に入り、あとは高松、徳島、そして松山、もう一つ高知、いわゆる４

県を通る。こういう形の新幹線計画を考えておりますが、実はこれがＢ／Ｃが、今話

題になっております、来年おそらく函館いって、それから次、札幌に抜けていく北海

道新幹線、これのＢ／Ｃに比べても遜色はない。こういう評価であります。したがい

まして、我々としましては、ぜひ、こういった新しいルートでの新幹線計画を実現し

たいということで、今、官民挙げて取組をしているところであります。この四国の新

幹線というのは単に四国にとどまるということではなくて、中四国地域、さらには西

日本全体の広域交流の拡大にも大きく寄与するものだということでございますので、

ぜひとも、中四国全体の中での取組というか、認識を深めていただければありがたい

というふうに考えているところであります。以上です。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、飯泉知事さん。 

 

○飯泉徳島県知事 

 今のに関連して、浜田知事さんの御提案に賛成ということで申し上げたいと思いま

す。実は、ここに「リダンダンシーの確立と防災力強化」と書いてあるその理論付け、

さらにということなんですが、実は物流の話として、九州の荷物が一体どうなってい

るのか、これは、従来はこの山口、つまり、関門を通って、橋とトンネルで、中で中

国を通って近畿、あるいは関東の方に行っていたんですね。でも、もう一つ今、新し

いルートが、特にトラックの運転手さんの過重労働、こうした問題から、実は東九州

自動車道であるとか、あるいは、四国の高速道路の整備がどんどん進んだということ

もあるんですが、実は、豊予を通ってフェリーで愛媛に渡り、高速道路で徳島を通っ

て、今度は淡路島を抜けて行くと、この２つのルートがあって、どちらかと言うと、

この四国ルートの方が数が多くなってきているという話が実は言われています。つま

り、物流については既にリダンダンシーがこうやって出来上がっているということな

んですね。ただ、新幹線は山陽新幹線しかないということでありますので、ぜひそう

した点について、昨年よりももう少し強く打ち出していくのが必要ではないかと。そ

れから、今、千葉会長がおっしゃったように、とにかく我々としては「四国新幹線」

という名をしっかりと国に印象づける必要があるのではないか、こうした点で、まず

縦軸の話についてのまとまりを打ち出しています。ただ、もう一つあるのは、四国の

国会議員さんがよく言うんですが、四国新幹線の名を出しただけで、よそのところか

ら白い目で見られるというんですね。もっと仲間を増やさないと。そういう意味で、

この中四国サミットは非常にありがたいということと、もう一つ我々徳島の役割とし

て、横軸の話がありました。これをどうするのかというのがあるわけですが、実は関

西広域連合をはじめ、近畿の方は関空に新幹線あるいはリニアを入れようと。関空ま

で入りましたら、淡路島はそう遠くない。先ほど、瀬戸大橋が新幹線仕様という話が

あったんですが、実は大鳴門橋も新幹線仕様なんですね。と言うことで、近畿の方と
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はここを結んでいこうと、こうした話もあって、仲間を広げるという意味ではここも

重要と、徳島としては、そうした方面で仲間を募っていこうということも進めており

ますので、ぜひ、こうした点について、中四国サミットの皆さん方にも御理解と応援

をしていただければと思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、上甲副知事さん。 

 

○上甲愛媛県副知事 

 鉄道関連になりますけれども、今、全国の県庁所在地と新幹線の駅へのアクセスと

いうのは、愛媛が最も遠い県ということになっているようでございまして、県民とし

てはぜひ、一日も早く新幹線をと考えております。鉄道につきましは、中四国の発展

はもとより、国土の均衡ある発展、大規模地震発生時の広域交通の代替手段の確保と

いう点からも国策として取り組むべきだと認識しておりまして、本県としても中四国

各県や経済団体の皆様とも連携しながら、その意義や効果を説明して機運の盛り上げ

を図っていきたいと考えているところです。 

 また、高速道路につきましては、愛媛県には３つのミッシングリンクがあるわけで

すけれども、これらの解消は、四国と中国地方、それから、先ほど飯泉知事がおっし

ゃられた九州・四国・京阪神間での広域的な物流・交流の促進、大規模災害時のカウ

ンターパートによる支援など、極めて重要な課題であると思っております。特に今年

３月に、「やまなみ街道」が全線供用となり、日本海側からしまなみ海道までの縦軸

がつながったということで、更なる中四国地域全体の連携強化を図るためにも、ミッ

シングリンクの早急な解消を望んでおりますので、よろしくお願いします。共同アピ

ールについては、もちろん賛同でございます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事 

 この共同アピールについて、先ほど来お話があります、四国の新幹線の問題につい

て、非常に重要なプロジェクトだと考えており、細部について、我々四国もしっかり

と検討を重ねていって、全国の皆さんに御理解を得られるような努力を重ねていく必

要があると考えております。全国の中で、新幹線が当たり前のインフラになりつつあ

る中において、四国だけないことは、正直、我々にとって大きなハンデと成り得るも

のであります。ぜひ、四国の５０年後、１００年後の将来のためにも、ぜひ、四国新

幹線を実現できるよう、努力させていただきたいと考えております。 

 四国新幹線は、中国を通って四国に入ってくることになるわけであり、ぜひ中国地

方の皆様方の御理解を賜りますようにお願い申し上げたいと考えております。 
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 そして「高速交通ネットワークの整備促進について」の共同アピール文ですが、書

かれているとおりであり、大規模災害に対する対策を考えるときに、高速道路の存在

なくして災害対応はなかなか考え難いところがあり、基幹の中の基幹インフラと考え

ているところであります。 

地方の声を聞くのが大事な分野かと思いますので、早期のミッシングリンク解消や、

さらには交通量に比して圧倒的に小さな容量しかない暫定２車線区間の改良などに

ついて、ぜひ共に力を入れて取り組ませていただきたいと考えます。よろしくお願い

いたします。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、平井知事さん。 

 

○平井鳥取県知事 

 浜田知事を皮切りにして、四国側からたくさんの意見が出ました。私も浜田知事が

おっしゃるような修文案には大賛成でございまして、もう少し前に飯泉知事がおっし

ゃるように入れてもいい時期ではないかということだと思います。ただ、千葉会長が

おっしゃったように、いろいろＢ／Ｃのことだとか、いろんなご意見がこれから出て

くることも考えられますし、実は中国地方では、山陰新幹線の計画がもともとありま

す。それから、中国地方の横断新幹線、この計画もございました。四国も同じような

ことで、２通りの計画があるかと思います。私どもでは、今、岡山県と島根県とあと

鳥取県で協力をしまして、具体的に考えられる、あまり経費をかけなくても高速化が

進むようなことも、今、調査を始めていまして、この秋にその調査結果が２つのルー

トで出ることになります。１つは伯備線経由のルート、もう一つは因美線・智頭急行

経由のルート、この２つのルートを改良する、Ｂ／Ｃのことも考えて、将来的にはも

ちろんフル規格の新幹線という構想があり、これは市長会などもそういう主張をして

いますが、そういうことと併せた具体的、現実的な検討も始めているところでござい

ます。ぜひ、中四国一体となってこうした新幹線計画ないし、高速鉄道網の整備とい

うことを現実のまず議論の俎上に載せることが今大事だと思っています。 

 この度の北陸新幹線の開通に伴う大変な観光フィーバーや、その前の九州新幹線の

フィーバー等を見ていますと、やはり、この新幹線関連のことについては、つくられ

た地域間格差という面がある。やはり、それができているところ、これ国策でつくっ

ているわけでありまして、今、インドネシアだとかトルコだとか、新幹線を売り込も

うとする以前の問題でして、国内のそうした高速鉄道網をきちんとつくるべきだ、こ

のことを出していただければと思います。 

 ですから、修文する際に、新幹線計画以外のところも少し幅広く若干認めるような、

ニュアンスは新幹線計画が念頭にあるんですが、例えば、「中四国における新幹線や

フリーゲージトレインをはじめ、高速鉄道網整備に向けた具体的な取組を加速化する

こと」ぐらいで、現在いろいろ具体的に取組をやっていることと、平仄を若干合わせ
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ていただけるような修文をお願いし、中四国一体としてのアピールとしてもらえれば

と思います。 

 先ほど、山口の梨、大変甘くておいしい梨をいただきました。「新興梨」でござい

ます。実は鳥取県、新種の梨を作りました。今絶賛発売中でございますが「新甘泉」

という梨でございます。新しい甘い泉。山陽新幹線、開通して４０年経つそうであり

ますが、４０年経ってもできないものですから、とりあえず食べる「新甘泉」を作り

ました。さすがですね、山口県は。「新興梨」。出発進行でした。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 小林副知事さん。 

 

○小林島根県副知事 

 まず、高速道路の関係ですが、先ほどから出ていますが、今年の３月に中国やまな

み街道が全線開通いたしまして、しまなみ海道を通じまして、太平洋それから日本海、

南北をつなぐ道ができたわけでございます。 

 また、７月に松江城が国宝化されまして、その成果もあったのかもしれません、四

国の方からも、高速道路を通じてたくさんの方がお見えになっています。改めて高速

道路の効果というものを実感しているわけでございます。災害対策等も含めてですが、

地方創生のためにもミッシングリンクの早期解消が重要と考えております。 

 ところで、一方、ＥＴＣ割引の関係なんですが、中山間地域等々で、この割引の関

係で、人とか物の流通に悪しき影響が出ているというのが実はあります。高速道路の

料金については、やはり地域の実情に即したものになっていくことも大切なことだと

考えています。 

 それから、先ほどの新幹線の話。四国の構想をお聞きしました。ぜひ実現できれば

と考えるわけですが、ただ、アピール文のところの高速鉄道網の後段部分は、先ほど

平井知事さんがおっしゃったようにもう少し広い概念を込めたアピール文と私ども

承知しております。したがってこの修文については、少し、平井知事がおっしゃった

ようなことを含めて調整していただければと思っております。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございます。はい、伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事 

 岡山県とすれば、この３番の暫定２車線区間の早期４車線化ということをきちんと

入れていただいて、本当にありがとうございます。我々としても、４車線化すればも

っともっと使えると確信を持っております。岡山だけのことではありません。縦の軸

は、防災、産業、観光にも非常に大事だと思っております。あと、１番の道路関連予

算ということで言えば、本当はもっとやらなければならないのに、それぞれの県の人
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はこんなもんだろうと思っていることもあります。夏に、全国の知事の方々に岡山へ

お越しいただき、途中移動していただいた時に、国道２号バイパスを通っていただき

ました。２号バイパスの渋滞は、我々からすると本当に慣れた姿なんですが、これだ

け交通量があるのに、この程度というのは、本当はもっともっとやらないといけない

と他県の知事さんから言われて、やはり、ボリュームがあるのに、そういうサービス

ができていないというのは問題なんだなということを改めて感じた次第であります。

本当に道路ネットワークというのは大事だなと思っています。 

 あと、実は岡山は、鉄路では恵まれた地域でありまして、ぜひ、そのメリットを活

かしていきたいと思っているんですが、岡山の人たちからすると別の景色が見えてい

る部分もあります。というのが、例えば、岡山県の井原線は、今、非常に苦労してい

ます。新しい民間出身の社長さんがすごく頑張ってくださって、上向きにはなってい

ますが、なかなか赤字の解消ができないですとか、ＪＲ津山線、姫新線、因美線は、

乗客がつい１０年前と比べても半減に近いようなことになったり、できただけで万歳

にならない、その後の維持も大変だなということを痛感しながら頑張っているという

ことであります。ありがとうございます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、湯﨑知事さん。時間がだいぶ押してきていまして、手短にお願いできた

らと思います。 

 

○湯﨑広島県知事 

 はい。一言だけというか余計なことを言いますが、今年の夏に、うちの４歳の息子

が砂丘を見に行きたいと言うものですから、鳥取県へ行ってまいりまして、砂丘、大

変混雑して、鳥取県は今大ブームですね、それから、すなば珈琲にも行こうと思った

ら、とても人がたくさん並んでいて、とても並べないということで諦めて帰って、ま

たトライしたいと思いますが、その際に、私、中国やまなみ街道、尾道松江線を通っ

て、そして山陰自動車道を通り、そして９号線を通って、そして鳥取まで行ったわけ

でありますが、だいたい広島を出発いたしまして、米子あたりまでと、米子から鳥取

までと同じくらいの時間がかかりました。やはり、９号線、下を通るというところで、

渋滞が起きるんですね。その渋滞を含めて、かなり時間がかかったところであります。

そこで翻ってみますと、やはり、私たちは観光客ですから、構わないとは言え、日常

の生活、あるいは、安定的な物流ができないということは経済的にやはり非常に大き

なハンデであろうというふうに、改めて感じたところであります。そういう意味で、

特に長いミッシングリンクがあります日本海側とそれから太平洋側、これを解消して

いくということは、中国四国の経済発展を図っていく上で非常に重要なのではないか

なと思いますし、これはただ単にＢ／Ｃということではなくて、実情、これも何度も

申し上げていることですけれども、今、物流というのが車で行われるということは否

定し難いところでありまして、つまり、安定的な高速走行ができる道路がないという
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ことは、物流に非常に大きな制約を受けるということであります。それは最低限保証

されるべきことではないかなと思っておりますので、もうＢ／Ｃを超えたところで、

きちんと整理をしていくということが特に高速道路については必要なのではないか

なと思っております。 

 また、暫定２車線については、高速性、定時性というところも重要でありますが、

さらに最近は暫定２車線区間で事故が多発しているというようなことが言われてお

りまして、これは、真ん中がコーンで仕切られているだけで、反対車線に出て行って

しまうケースが多いというようなことも言われております。そういうことも含めて、

この４車線化というのは、ぜひ進めていかなければならないのではないかなと思って

おります。 

ここで私も一首、砂丘の感想を御披露したいと思ったところですが、私も全く用意

していませんので、このままでいきますとなんとなくこの会議がだんだん歌合せのよ

うな感じになりますので、ただ、次回は仕込んできます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。よろしいでしょうか。皆様方から、高速交通ネットワー

クは、中四国地域においてやはり重要であるというお話をいただいたと思います。そ

の中で、修文の御意見のありました、高速鉄道網の整備のところであります。最後の

ところでございますが、四国の地域の皆様方からは、新幹線という表現をと言われま

したが、平井知事さんの方から御提案のありました中国の検討状況からいくと、新幹

線よりもフリーゲージトレインの方が可能性が高いということでございます。この修

文としては、中四国が一つになって要求していくということでありますので、平井知

事さんから修文がありました、「中四国における新幹線やフリーゲージトレインをは

じめ、高速鉄道網の整備に向けた具体的な取組を加速化すること」、こういった形で

まとめたいと考えていますけれども、いかがでございましょうか。 

 

（異議なしの声） 

 

 ありがとうございました。それでは、そのような修文をさせていただいた上で、こ

のアピール文とさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

 続きまして、３番目の「国土強靱化の取組について」であります。このテーマにつ

きましては、高知県から御提案をいただいておりますので、まずは尾﨑知事さんから

提案趣旨につきまして、御説明をお願いします。 

 

○尾﨑高知県知事 

 それでは、国土強靱化の取組について、お話をさせていただきたいと思います。大

規模な災害に対する対策につきましては、中四国連携の取組として平成２４年３月に
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カウンターパート制度の協定を締結したところであります。南海トラフ地震で大きな

被害が想定される本県としては、大変心強く思っているところであり、これまでの間

も中四国での共同訓練や実務者レベルの会議などを行ってきています。今後もぜひ、

フェイス・トゥ・フェイスでの連携を積極的に進めるなど、御協力をよろしくお願い

申し上げたいと思っております。 

 そういう中で、平成２６年に国土強靱化基本計画が閣議決定されたことを受けまし

て、各県それぞれで国土強靱化地域計画の策定が行われているところと思います。本

県も先月、この計画を策定したところでありますし、今２期目となっている、南海ト

ラフ地震対策行動計画に基づきまして、確実に災害対応を進めているところでありま

す。各県それぞれ取組を進められていると思いますけれども、本県においても取組を

していく中で、県レベルだけでは対応できないことが大いにクリアになってくるわけ

であります。四国レベルでの連携、中四国レベルでの連携、全国レベルでの連携、場

合によっては、外国からの支援も仰がなくてはならないであろう問題もでてきます。 

 各県それぞれが国土強靱化地域計画を策定していく過程の中で、その点がますます

クリアになってくるだろうと思うわけです。今後地域計画の策定がそれぞれ進んでい

く中で協力が必要だと思われる事項が具体化してくるでしょうから、その具体化して

きた事項について、具体的な形で、中四国で連携させていただければと考える次第で

ございます。 

 例えば、救助・救急・消火活動に係る広域的な受援体制をどうするか、関係機関と

連携した物資調達・供給体制をどうするか、広域避難者の受入体制をどうするか、応

急仮設住宅の建築資材・作業員が不足することを回避するための体制の構築をどうす

るか等々、地域計画の策定がそれぞれ進むにつれ、具体的なアジェンダの設定が可能

になるだろうと思います。既に具体的にいろいろ連携させていただいておりますが、

さらなる深化を遂げることができますようぜひ御協力をさせていただきたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 今の提案につきまして、飯泉知事さんよろしくお願いします。 

 

○飯泉徳島県知事 

 今、尾﨑知事さんが言われた件については、全面的に賛成であります。そして、私

ども３月４日、全国でトップを切って地域計画を作らせていただいて、３月１６日、

仙台で行われた国連防災世界会議でも国の方から発表をしろという打診がありまし

たのでさせていただきました。 

 先ほど尾﨑知事さんが言われたカウンターパートの深化といった点なんですが、実

は、昨年の中四国サミットの中で、千葉会長さんの前任の常盤会長さんの方から実は

御提案いただきました。つまり、１次のカウンターパートは全部できているんだが、

例えば岡山と香川が同時被災した場合、別のところから助けてもらう必要があるんじ
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ゃないかということで、これ実は、皆さん方に御賛同いただいて、２次的なカウンタ

ーパートを作ろうという話がありましたので、ぜひこれからそれぞれが地域計画を作

っていくにあたって、まず１次的なカウンターパート、これはもう決まっております

から、これにさらに、もし、それが同時被災受けてしまった場合には、２次的なカウ

ンターパートをしっかりその中に書き込むといった点について、深化をするという尾

崎知事さんの御提案について、ぜひその部分をよろしくお願いしたいと思います。昨

年のフォローといったことでございます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございます。湯﨑知事さん。 

 

○湯﨑広島県知事 

 昨年の中四国サミット、私は欠席をしたのですが、それは、８月２０日の土砂災害

がございまして、その結果、欠席をいたしたのですが、土砂災害におきましては、各

県から様々な御支援をいただきました。警察や消防、ドクターヘリの派遣等々、この

場をお借りして、心から御礼申し上げたいと思います。 

 先ほどの尾﨑知事の御提案ですけれども、私もそのとおりだと感じる次第ですが、

具体的に取り組んでいくために、例えば事務レベルの検討会合を進めましょうという

ような御趣旨であるとすれば、私もそれについては賛同させていただきたいと思って

おります。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 山下会長さん。 

 

○山下中国経済連合会会長 

 国土強靱化とはちょっと外れる話になるかもしれませんが、御理解をいただきたい

ために、発言させていただきます。道路の整備促進については、先ほどお話がありま

した。それ以外に、私どもは港湾施設等の耐震あるいは老朽化対策の計画的な実施を

国にお願いをいたしております。耐用年数が過ぎてまいりますし、ぜひ御理解いただ

きたいと思います。 

 それからもう一つは、瀬戸内海沿岸は企業がたくさん立地しているわけでございま

すけれども、津波などを考えると軟弱な設備になりつつあります。したがいまして、

企業がやる防災減災についても、税制的な優遇措置を要望いたしておりますので、ぜ

ひ皆様方の御理解をいただきたいと思います。以上でございます。ありがとうござい

ます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 よろしゅうございますか。ありがとうございました。この大規模災害の対策の関係、
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大変連携が重要だという認識で皆さんが一致されていると思います。その上で、これ

から地域計画を策定した後での具体的なレベルでの連携、そしてまた、飯泉知事から

お話のあった２次的なカウンターパートも含め、いろいろ実務的なレベルの話し合い

もしっかりしていかなくてはいけないと思っておりますので、連携を深めていくとい

う認識を共通化した上で、実務的なレベルでの話し合いをさせていただきたいという

ことに今回させていただきたいと思います。 

 

今のテーマは以上とさせていただきまして、続きまして、意見交換の最後のテーマ、

「広域的な観光連携の推進について」であります。このテーマは愛媛県から御提案い

ただいておりますので、上甲副知事さんから提案趣旨について御説明をお願いします。 

 

○上甲愛媛県副知事 

 ありがとうございます。先ほどちょっとお話をしましたけれども、本年３月に中国

やまなみ街道が全線開通となりまして、日本海から瀬戸内しまなみ海道まで縦軸が繋

がったことで、中四国間の移動時間が短縮されたわけでございます。また、２６年度

から導入されました本四高速の全国共通料金の効果も相まって、地域交流の更なる活

発化が見込まれているところです。 

こうした中、来年には、本県では「えひめいやしの南予博２０１６」、香川県では

「瀬戸内国際芸術祭２０１６」、高知県では「奥四万十博」など、各地で大型イベン

トが予定されています。 

そこで、中国四国で行われる大型イベントや地域イベントなどの広域的な連携を図

って、圏域内の観光交流を推進するほか、圏域外に対しては、広域的な観光周遊ルー

トを設定して、情報発信してはどうかと考え、今回の意見交換のテーマとして提案さ

せていただきました。 

 例えば、各県共同での大規模イベントの情報発信とか、移動手段、時間、距離、経

路などの情報発信、また、サイクリングをはじめ、テーマ性のある周遊ルートの連携・

協力などが考えられますほか、各県が取り組まれている先行事例やアイデアなどを情

報共有させていただくとともに、柔軟にさまざまな連携に努めていきたいと考えてお

ります。よろしくお願いいたします。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。このテーマにつきまして御意見をいただきたいと思いま

すが、平井知事さんお願いします。 

 

○平井鳥取県知事 

 上甲副知事の御意見に大賛成でございます。今やはり、海外から来られたお客さん

をどうやって持ってくるかということでございまして、このことを中四国全体で考え

るべきであります。中四国だからということで、瀬戸内海がすべてではない。瀬戸内
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海は確かに内海でありますから、きれいだなと私も思いますし、大好きなんですけれ

ども、内海であれば、日本海も我々の日本列島とアジア大陸の内海でございまして、

ただ、北にある内海なので、「きたないかい」というと語呂が悪いから言わないだけ

であります。ですから、日本海だって美しい。それから、太平洋も美しいぜよと高知

も言うわけでございまして、もともと３海ルートとして、この３つを繋げた観光ルー

トを作ろうというのが中四国全体での目標でございました。ぜひ、そういう広域国際

観光ルート、そうしたことなどを念頭に置き、あるいは設定された以外のルート設定

も皆で検討したらいいのではないかなと思います。御理解いただければと思います。 

 例えば、山下会長も中経連を引っ張っておられまして、観光を非常に熱心に取り組

んでおられます。山陰側での国際観光ルートを設定するというのであれば、ＤＭＯに

も当然参加していただけると思いますけれども、様々な官民を超えた連携がなければ

進まないわけでありまして、他の地域にこれは負けていますので、ぜひ、頑張ってや

っていこうと思います。 

 ちなみに、９月から鳥取県はまた、蟹取県に改名をさせていただきました。いつも

鳥取でウェルカニと歓迎をしておりますので、お待ちを申し上げております。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事 

 何か仲間外れにしているような悪い感じがしますけれども、全然そんなことはあり

ません。実は来年の春、ＪＲのデスティネーションキャンペーンが、岡山県に決まっ

ております。今回の岡山のデスティネーションキャンペーンは、ＪＲの方に言わせる

と１つの県だけでなく広域周遊に取り組むのは初めてらしいのですが、岡山県だけで

はなく、岡山県を中心に、広域に来ていただこうということで準備を進めています。

これは、当然のことでありまして、特に国内でもそうだし、海外にＰＲするときには

岡山だけというのはむしろ損で、中国地方であったり、別の固まりであった方がピン

とくるし、引っ張る力が強力ですので、お客様のイメージ、好みに合わせたおもてな

しをするということになると、自然と広域になってくるということであります。ぜひ、

来年春のデスティネーションキャンペーンで、皆様方も一緒にメリットを享受してい

ただきたいと思いますし、将来、皆様方がされるキャンペーンでも、ぜひメリットを

享受したいと思っています。協力してやっていきたいと思います。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事 

 今、平井知事から、内海というのは瀬戸内海だけではなく日本海もそうだというお
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話がありました。海というのは、内海だけではありません。太平洋、外海というのも

あります。中四国サミットの枠組みとして、経済、地方創生という観点から魅力的な

ものは太平洋、瀬戸内海、日本海を全部見られる超広域での連携ができることではな

いかと思うわけであります。 

考えてみると、３つの海、それぞれ個性が違います。それを一遍に味わうことのでき

る周遊ルートを作ることができるとすれば、この枠組みであり、日本の中でも相当メ

リットのある取組になるのではないかと考えているところであります。 

四国周遊ルートと瀬戸内周遊ルートでそれぞれ協力をしながら、それぞれの地域で

も協力しながら、併せて周遊ルートは多重構造でいいと思うわけです。蟹取県に私も

行きたいと思いますし、大部分の人も行きたいと思います。そういう形での多重構造

的な連携が進んでいきますように、ぜひよろしくお願い申し上げたいと考えておりま

す。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 飯泉知事さん。 

 

○飯泉徳島県知事 

 今、それぞれ、中四国での周遊ルート、しかもインバウンド対策というお話があり

ました。昨年の中四国サミットで、これを想定した上で、徳島から提案させていただ

いたのが、ＮＥＸＣＯ西日本、また、レンタカー会社とそれから９県が組んで企画周

遊、つまり高速道路の企画割引、これをやろうということを提案させていただいて、

賛同いただきました。その後、実は、今お話のあった広域周遊観光ルートの基であり

ます四国ツーリズム創造機構、あるいは瀬戸内ブランド推進連合から同様の話が実は

ＮＥＸＣＯ西日本に行っていて、ＮＥＸＣＯ西日本の方からなんとか調整してくれと

言われているところです。今のお話でいくと、やはり９県全体で使うことのできるイ

ンバウンド対策としてやるべきではないかと思いますので、ぜひ今年度中には、準備

が一番進んでいるのがこの９県の枠組みということで、できれば今年度中にいよいよ

スタートしようかと考えておりますので、ぜひ皆様方にも御協力いただいて、まずは

実証実験的に先行してやるという形で進めたいと思いますので、ぜひよろしくお願い

申し上げたいと思います。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。他によろしゅうございますでしょうか。皆様方から様々

な御意見をいただきました。最後のＮＥＸＣＯの関係のお話は、ぜひ前に進むように、

取組が進むことを期待したいと思いますし、また、いろいろお話がありましたように、

単県じゃなくて、中四国全体で、観光の情報共有、情報発信、様々なことが考えられ

ると思います。やはり、各ブロックで、私どもも頑張っている中で、中四国でまとま

っていけることはしっかりやっていく必要があると思っていますので、そういった点、
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また事務レベルで、どういったことができるかしっかり検討させていただきたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。それでは、そういった形で、今後し

っかり事務レベルで検討させていただきたいというふうにしまして、以上４つのテー

マ、すべて終わりまして、本日予定しておりました意見交換項目はこれですべて終了

させていただきました。 

 アピール文は、修正したものを今コピーしておりまして、もうちょっとお待ちいた

だきまして、先に進めさせていただきます。報告事項がございますので、事務局から

報告事項につきましてよろしくお願いします。 

 

○司会（上野山口県総合企画部長） 

 それでは、報告事項について御説明を申し上げます。お手元に資料の４とあります

けれども、「共同イベント 中四国文化の集いについて」の資料をお配りしています。

中四国９県では、持ち回りで、平成４年度から文化交流を実施しておりまして、昨年

度は、１１月に島根県で開催されました。裏面にまいりまして、本年におきましては、

１１月に香川県で開催の予定となっています。それぞれの内容につきましては、資料

のとおりでございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。この点につきまして、皆様方から御質問など、ございま

すでしょうか。よろしいでしょうか。では、報告事項は以上とさせていただきます。 

 

 最後に、次回の開催について、お諮りをさせていただきたいと思います。これまで

の順番でまいりますと、次は愛媛県さんとなるわけでありますけれども、上甲副知事

さん、いかがでございましょうか。 

 

○上甲愛媛県副知事 

 喜んで受けさせていただきます。 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 皆様方もよろしゅうございますでしょうか。 

 

（拍手及び「異議なし」の声） 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 それでは、皆様、御賛同をいただきましたので、次回の開催県は愛媛県とさせてい

ただきたいと思います。 

 それでは、ここで、上甲副知事さんから一言お願いしたいと思います。 

 



 

28 
 

○上甲愛媛県副知事 

 一言御挨拶をさせていただきます。今年度のサミットの開催にあたりましては、村

岡知事をはじめ、山口県の皆様方には、本当に大変お世話になり、ありがとうござい

ました。 

次回、平成２８年度、愛媛県で開催いただけるということですので、謹んでお受け

いたします。今年度同様、実り多い会議となりますよう努力してまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 お手元にパンフレットをお配りしておりますが、本県では２８年３月から１１月に

かけて、「えひめいやしの南予博２０１６」を開催することといたしております。来

年度のサミットは、ちょうどイベントの期間中ではないかと思いますので、ぜひとも、

多くの方に南予地域にもお越しいただきまして、「さとに憩い、ひとに和む。えひめ

南予の、いやし旅。」を体感していただきたく存じます。 

皆様方のお越しを心よりお待ち申し上げまして、御挨拶といたします。どうぞ、よ

ろしくお願いいたします。 

 

（拍手） 

 

○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。ぜひ、また来年よろしくお願いしたいと思います。 

 

 コピーが間に合わないので、口頭で今、説明させていただきたいと思います。資料

１でございますけれども、まず、１（１）⑤の「日本版ＣＣＲＣ」のところでござい

ますけれども、こちらの資料を御覧いただきたいと思いますが、下から２行目の「財

政調整交付金の配分見直し」の後に「ポツ」を付けまして、「サービス付き高齢者向

け住宅の地域の特性に応じた要件の緩和など」ということで、これを加えます。そし

て、最後のところ、「意見・提案を十分に踏まえ」の後、「都市部の高齢者が移住しや

すい環境づくりも含め、」というのを加えるということにさせていただきたいと思い

ます。 

 それから、これは先ほども確認をしましたが、「結婚、妊娠・出産、子育て支援」

のところ、（３）②のところでございますけれども、不妊治療の前に、「地域の実情に

応じた総合的な結婚支援の充実」ということを入れさせていただきます。 

 それから最後の点、交付金のところでございますけれども、「２ 地方創生に向け

た財源の確保」の２ポツ目のところ、「その規模について、一層の」というのを「思

い切った」というふうにさせていただきます。これは、もう１つのアピール「新型交

付金の創設等について」のアピール方も同じように修正をさせていただきたいと思い

ます。以上の修正をさせていただくということでよろしゅうございますでしょうか。 

 

（「異議なし」の声） 
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○議長（村岡山口県知事） 

 ありがとうございました。 

 新幹線の方は、「高速鉄道網の整備」についてのところ、最後のところですね、「中

四国における新幹線やフリーゲージトレインをはじめ、高速鉄道網の整備に向けた具

体的な取組を加速化すること」とさせていただきたいと思います。よろしゅうござい

ますでしょうか。今お配りしておりますので、御確認いただければと思います。今の

修正を反映しているところでございます。ありがとうございます。 

 それでは、以上で、私の役目をすべて終了させいただきました。ありがとうござい

ました。 

 以上をもちまして、本日の中四国サミットの会議を終了とさせていただきます。本

日は、会議の円滑な進行に御協力いただきまして、誠にありがとうございました。心

より感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

 

 それでは、この後、１５時１５分から、会場を隣の「孔雀」に変えまして、共同記

者会見に移りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 


